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の連携を目的として、 「地域研究コンソーシアム」が発足した。その一部として同年一二月、 「地域研究情報資源共有化研究会 活動を開始した。 この研究会の枠組を 用 て、地域研究機関 図書館員を中心に定例研究会が行われるとともに、二〇〇五年九月にヨーロッパにおけるアジア関係資料機関調査、二〇〇六年一一月にアメリカ おける図書館協力機関調査が実施され　
二〇〇七年度から、同研究会のう









































九年から二〇一一年にかけて行われたヒアリングを書き起こ たものである。内容は各講師に委ね、統一をはかることはしていない。しかし、それぞれに現地事情に精通 ている専門家ならではの視点や見識から語られており、雑誌、新聞が中心ではあるが、各国特有の出版事情を理解するうえで大変参考になる。ヒアリングは東南アジア一一カ国すべてについて実施された。東ティモールなど情報が非常に少ない国の話は貴重であろう。ただし、都合によ ブルネイについては掲載でき かった。　
東南アジア逐次刊行物プロジェク
トは、 二〇一三〜一四年度も京大東南研共同研究として継続される。次の段階として東南アジア逐次刊行物総合目録データベースのアップデートと拡充およびオンライン情報の現状調査を予定している。（いしい
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東南アジア逐次刊行物プロジェクトの活動と成果
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